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走
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キャプション

▲

２
０
２
１
（
令
和
3
）
年
の
水
島

臨
海
鉄
道
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
い
え
ば
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
「
旧
国

鉄
キ
ハ
205
を
保
存
し
、
キ
ハ
37
、
38
と

の
連
結
を
！
」
を
呼
び
か
け
て
、
目
標

を
達
成
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
目
標

金
額
が
１
３,
０
０
０,
０
０
０
円
の
と

こ
ろ
、
２
３,
６
６
５,
０
０
０
円
と

い
う
倍
に
近
い
金
額
を
集
め
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
趣
旨
文
に
は
「
キ

ハ
205
を
は
じ
め
と
す
る
旧
国
鉄
ド
リ
ー

ム
車
両
を
編
成
し
、
も
う
一
度
一
緒
に

こ
の
時
代
を
駆
け
抜
け
さ
せ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
」
と
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
主
力
輸
送
と
し
て

活
躍
し
た
キ
ハ
20
系
の
車
両
は
、
昭

和
30
年
代
を
中
心
に
１
０
０
０
両
以

上
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
水
島
臨
海

鉄
道
の
「
キ
ハ
205
」
は
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
3
月
に
引
退
し
、
現
役
を

退
い
た
後
は
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ
れ

る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

も
動
く
「
キ
ハ
205
」
は
、
ひ
た
ち
な

か
海
浜
鉄
道
と
水
島
臨
海
鉄
道
が
保

有
す
る
２
両
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
こ
の
車
両
を
再
び
走
ら
せ

た
い
と
願
っ
た
鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら
、

多
額
の
寄
付
を
集
め
て
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

水
島
臨
海
鉄
道
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

水島臨海鉄道色のキハ２０系　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

倉敷市営時代の機関車DD５０６は	
１９６０年代後半からがんばって、今も現役です　

撮影：山口百香
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両
で
す
。
乗
車
す
る
と
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
キ
ハ
205
」

も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
今
回
連

結
を
し
よ
う
と
い
う
「
キ
ハ
30
」「
キ
ハ

37
」「
キ
ハ
38
」
は
全
国
で
も
水
島
臨
海

鉄
道
に
し
か
な
い
そ
う
で
す
。「
昭
和
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
」
で
あ
り
「
レ
ジ
ェ
ン

ド
車
両
」
な
の
で
す
。

現
在
は
、
脱
炭
素
の
流
れ
の
中
で
斜

陽
の
感
が
あ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

で
す
が
、
１
９
５
０
年
代
に
は
水
島
臨
海

鉄
道
（
当
時
、
倉
敷
市
営
鉄
道
）
の
危
機

を
救
っ
た
救
世
主
で
し
た
。
当
時
、
熱
効

率
の
悪
い
蒸
気
機
関
車
の
燃
料
費
が
経

営
を
圧
迫
し
て
い
た
の
で
す
が
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
化
に
よ
っ
て
燃
料
費
と
人
件
費
の

低
減
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
（
水
島
臨

海
鉄
道
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
水

島
臨
海
鉄
道
50
周
年
記
念
誌
―
―
そ
の
生
い

立
ち
と
あ
ゆ
み
』
水
島
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
、

２
０
２
０
年
、
18
～
19
頁
）。

映
画
「
麦
笛
」（
１
９
５
５
年
）
や
「
黒

帯
三
国
志
」（
１
９
５
６
年
）
に
は
水
島

鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
が
登
場
し
ま
す
。
映

画
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
「
昔
の
風
景
が

水
島
に
あ
っ
た
か
ら
」
だ
と
、「
み
ず
し

ま
地
域
カ
フ
ェ
」（
２
０
２
１
年
10
月
18

日
開
催
）
で
お
話
を
う
か
が
っ
た
岡
野
弘

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
岡
野
さ
ん

は
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
入
社
し
て

お
り
（
当
時
は
水
島
工
業
都
市
開
発
が
水

島
鉄
道
を
経
営
）、
水
島
臨
海
鉄
道
の
こ

と
を
何
で
も
教
え
て
く
れ
る
レ
ジ
ェ
ン

ド
で
す
。

キハ２０５ピーポーと鳴った蒸気機関車。福崎町の車両基地にて。
(１９５４年４月)　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　

水島港駅。井原から来た石灰石の荷下ろしをする労働者が写っている。
(１９５４年４月２９日)　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　 1971年の車両基地（福崎町）　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　

撮影：山口百香



67

戦
後
の
混
乱
期
に
、
製
作
所
で
は
航

空
機
材
料
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
在

庫
を
利
用
し
て
、
鍋
、
釜
、
弁
当
箱
な
ど

を
製
造
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
が
、
そ

の
後
、
民
需
転
換
製
品
の
生
産
が
認
め

ら
れ
、
小
型
３
輪
車
を
生
産
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
福
田
加
男
「
三
菱
自
動
車
工
業

㈱
に
見
る
企
業
文
化
の
形
成
・
進
化
〈
前
編
〉」

山
梨
総
合
研
究
所News Letter Vol.

178-

２
、

２
０
１
３
年
）。
県
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
も
あ

り
、
三
菱
重
工
業
の
社
宅
に
は
、
岡
山

空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
や
、
引
き
揚

げ
て
き
た
人
た
ち
、
水
島
航
空
機
製
作

所
や
そ
の
疎
開
先
で
あ
る
亀
島
山
地
下

工
場
の
造
成
に
従
事
し
た
朝
鮮
の
人
た

ち
な
ど
が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
野

原
卓
「
地
方
臨
海
工
業
地
帯
隣
接
市
街
地
に
お

け
る
都
市
空
間
形
成
と
そ
の
変
容
過
程
に
関
す

貨
物
の
顔
も
あ
り
ま
す

岡野弘さん

も
と
も
と
水
島
臨
海
鉄
道
は
、

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
に
操
業
を
開

始
し
た
三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作

所
の
専
用
鉄
道
で
あ
り
、
同
年
に
倉
敷

～
水
島
製
作
所
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
に
、
三
菱
重

工
業
が
航
空
機
を
増
産
す
る
た
め
、
水

島
に
工
場
を
設
け
た
の
で
す
。
三
菱
重

工
業
の
航
空
機
製
作
所
は
名
古
屋
に
あ

り
、
従
業
員
も
そ
こ
か
ら
移
転
し
て
き

ま
し
た
。
岡
野
さ
ん
も
小
学
校
5
年
生

の
と
き
に
、
三
菱
重
工
業
に
勤
め
て
い

た
父
親
の
転
勤
に
よ
り
、
名
古
屋
か
ら

水
島
に
来
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
東
高
梁
川
が
埋
め
立
て

ら
れ
た
廃
川
地
に
工
場
、
社
宅
、
商
業

施
設
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
、
そ
こ

が
水
島
と
い
う
地
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
水
島
は
、
１

世
紀
に
満
た
な
い
期
間
で
急
速
に
切
り

拓
か
れ
、
地
域
社
会
を
形
成
し
て
き
た
、

い
わ
ば
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」（
開
拓
の
最

前
線
）
の
よ
う
な
場
所
だ
と
い
え
ま
す
。

三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
は
、

一
式
陸
攻
（
爆
撃
機
）
や
紫
電
改
（
戦

闘
機
）
を
製
作
す
る
軍
需
工
場
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年

6
月
22
日
に
米
軍
か
ら
空
襲
さ
れ
、
壊

滅
的
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
岡
野
さ
ん

も
12
歳
の
と
き
に
空
襲
の
様
子
を
目
撃

し
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
に
そ
の
体
験

を
語
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。正面の木造建物は戦時中第２売店として使用していたもの。戦後、映画館になった。

風呂屋だったとの証言もある。写真は水島映画の文字が見える。パチンコグランドになっていた。
(１９５４年７月１７日)　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　

撮影：山口百香
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る
研
究
―
―
倉
敷
市
水
島
地
区
に
お
け
る
工
業

地
帯
隣
接
市
街
地
を
事
例
に
」『
都
市
計
画
論

文
集
』
第
44
巻
第
3
号
、
２
０
０
９
年
）。

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る

の
は
戦
後
の
開
発
に
よ
り
ま
す
が
、
三

菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
の
専
用

鉄
道
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
誘
致
す
る

工
場
に
引
き
込
み
線
を
整
備
し
て
輸
送

の
先
鞭
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
す
。
現
在
の
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
で
き
る
基
礎
を
専
用
鉄
道
が
つ

く
っ
た
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
臨
海
鉄
道
と
名
前
が
つ

い
て
い
る
会
社
は
、
全
国
で
９
社
あ
り

ま
す
。
臨
海
鉄
道
は
旧
国
鉄
と
連
携
し

て
貨
物
輸
送
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ

た
、
主
に
臨
海
部
に
路
線
を
持
つ
地
方

鉄
道
で
す
。
つ
ま
り
、
貨
物
輸
送
の
た

め
の
鉄
道
と
い
え
ま
す
。
臨
海
鉄
道
の

中
で
、
旅
客
を
輸
送
し
て
い
る
の
は
、

水
島
臨
海
鉄
道
と
鹿
島
臨
海
鉄
道
の
み

で
す
。
そ
し
て
水
島
臨
海
鉄
道
は
、
西

日
本
で
唯
一
の
臨
海
鉄
道
で
す
。

実
は
、
水
島
臨
海
鉄
道
の
売
上
は
、

旅
客
よ
り
も
貨
物
の
方
が
大
き
い
の
で

す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は

「
旅
客
の
顔
」
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、

貨
物
が
水
島
臨
海
鉄
道
の
「
も
う
一
つ

の
顔
」
な
の
で
す
。

そ
の
貨
物
輸
送
で
す
が
、「
車
扱
貨

物
」
と
「
コ
ン
テ
ナ
」
の
二
種
類
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
車
扱

貨
物
（
貨
車
1
両
を
単
位
と
す
る
輸
送

方
式
）
が
中
心
だ
っ
た
時
代
、
水
島
臨

海
鉄
道
の
栄
駅
に
操
車
場
が
あ
り
、
早

朝
に
は
空
の
貨
車
を
各
工
場
の
引
き
込

み
線
に
送
る
作
業
、
夕
方
に
は
工
場
か

ら
出
荷
さ
れ
た
製
品
を
積
ん
だ
貨
車
を

各
方
面
に
仕
分
け
る
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
高
架
で
は
な
く
、
通
勤
・

退
勤
時
間
帯
の
栄
駅
周
辺
の
踏
切
は
大

渋
滞
。
岡
野
さ
ん
曰
く
「
住
民
か
ら
渋

滞
の
苦
情
で
水
島
臨
海
鉄
道
の
存
続
は

危
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
こ

と
。そ

の
後
、１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
、

貨
物
輸
送
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

市
営
鉄
道
か
ら
株
式
会
社
に
組
織
が
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
積
み
替
え
の

手
間
が
省
け
る
コ
ン
テ
ナ
へ
の
切
り
替

え
が
進
み
、
合
理
的
に
貨
物
輸
送
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン

テ
ナ
輸
送
量
は
、
１
９
８
０
年
代
に
車

扱
貨
物
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
車
扱

東水島駅と三菱ケミカル (１９８７年４月１３日)　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　

操車場跡地栄町駅(１９９２年１０月２５日)　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　
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貨
物
は
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
で
終
了

し
ま
し
た
（
前
掲
『
水
島
臨
海
鉄
道
50
周
年
記

念
誌
』、『
み
ん
て
つ
』
２
０
２
０
年
冬
号
）。
コ

ン
テ
ナ
輸
送
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
が

東
水
島
駅
で
、
王
島
山
の
麓
に
あ
り
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
中
心
に
な
れ
ば
、
各

工
場
の
引
き
込
み
線
の
輸
送
で
は
な
く
、

各
工
場
か
ら
東
水
島
駅
ま
で
の
輸
送
は
ト

ラ
ッ
ク
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
水
島

臨
海
鉄
道
は
、
子
会
社
（
水
島
臨
海
通
運
）

を
つ
く
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
サ
ー
ビ
ス

も
開
始
し
ま
す
。
岡
野
さ
ん
は
こ
の
設
立

に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。
岡
野
さ
ん
は「
コ

ン
テ
ナ
化
す
る
と
貨
車
の
入
れ
替
え
作
業

を
し
て
い
た
四
十
名
ほ
ど
の
人
員
が
余
る

た
め
に
、子
会
社
に
配
置
換
え
し
て
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い

け
な
い
。
私
が
率
先
し
て
50
歳
で
大
型
の

運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ

を
扱
う
た
め
の
危
険
物
の
取
り
扱
い
免
許

も
取
得
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
勉
強
し
て

難
局
を
乗
り
越
え
た
の
で
す
」
と
、
シ
ス

テ
ム
を
変
え
る
難
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

現
在
の
貨
物
輸
送
は
一
日
に
三
便
。
単

線
の
水
島
臨
海
鉄
道
で
は
、
水
島
駅
、
弥

生
駅
、
西
富
井
駅
で
上
下
線
の
行
き
違
い

が
あ
り
ま
す
。
今
、
弥
生
駅
で
待
つ
客
車

の
横
を
、
長
い
貨
物
列
車
が
ゆ
っ
く
り
と

す
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。
客
車
は
連
結
し

て
も
２
両
で
す
が
、
貨
物
列
車
は
沢
山
の

コ
ン
テ
ナ
車
を
連
結
さ
せ
る
の
で
、
客
車

と
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
と
長
く
な
り
ま
す
。

貨
物
列
車
が
走
る
姿
を
見
て
、
現
在
も
水

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
水
島
臨
海
鉄
道
が
支

え
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

瀬
戸
大
橋
の
開
通
（
１
９
８
８
（
昭
和

63
）
年
）
を
見
越
し
て
、
水
島
臨
海
通
運

は
四
国
に
進
出
し
ま
す
。
岡
山
と
四
国
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
国
か
ら
の
貨

物
輸
送
に
挑
戦
し
た
の
で
す
。
岡
野
さ
ん

も
四
国
に
転
勤
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
野
さ
ん
は
、

愛
媛
の
ミ
カ
ン
や
香
川
の
レ
タ
ス
を
コ
ン

テ
ナ
で
輸
送
す
る
な
ど
し
て
、
難
局
を
乗

り
切
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
う
こ
う
す
る

う
ち
に
、「
四
国
中
央
市
に
あ
る
大
王
製
紙

か
ら
、
製
品
輸
送
の
仕
事
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、
岡
野
さ
ん
は
常
務
取
締
役
と

し
て
水
島
に
帰
還
し
ま
す
。
岡
野
さ
ん
の

水
島
の
未
来
と
水
島
臨
海
鉄
道水島港と各工場への引き込み線(１９６４年９月７日)　	

安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

高架工事中の水島東常盤町（1992年10月25日）安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）
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山
経
済
同
友
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
（
岡
山
経
済
同
友
会
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　

み
ん
な
で
創
ろ
う　

水
素
の
都　

倉
敷
』
２
０
１
６

年
）、
当
時
は
燃
料
電
池
を
搭
載
し
た
自
動
車

く
ら
い
だ
っ
た
の
に
、
今
で
は
水
素
エ
ン
ジ
ン

で
航
行
す
る
船
ま
で
現
実
の
も
の
と
な
り
、
技

術
開
発
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
ま
す
。

臨
海
鉄
道
の
各
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移

動
に
関
し
て
も
、
何
ら
か
の
公
共
交
通
機
関
の

確
保
が
望
ま
れ
ま
す
。
水
島
地
域
環
境
再
生
財

団
は
、
自
動
車
に
代
わ
る
交
通
手
段
の
確
保
を

訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
（
時
速
20	

km
未
満
で
公
道
を
走
る
こ
と

が
で
き
る
電
動
車
を
活
用
し
た
小
さ
な
移
動

サ
ー
ビ
ス
）
や
自
動
運
転
と
い
っ
た
新
し
い
技

術
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
高
齢
者
な
ど
「
交
通
弱
者
」
の
移
動
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

必
要
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
と
電
力
の
「
地
産
地
消
」
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
の
大
口
排
出
源
で
あ
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

が
あ
る
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
脱
炭
素
に
向
か
っ

て
大
き
く
舵
を
切
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

岡
野
さ
ん
は
い
い
ま
す
。「
制
度
に
使
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
手
で
制
度
を
つ

く
り
だ
す
ん
だ
」。
岡
野
さ
ん
は
、
水
島
空
襲

を
乗
り
越
え
、水
島
臨
海
鉄
道
と
と
も
に
歩
み
、

退
職
後
も
水
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
岡
野
さ
ん
の
よ
う
な
地
域
の
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
水
島
臨
海
鉄
道
と
と
も
に
ま
ち
の
未
来
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
―
―
今
回
の
「
み
ず
し
ま

地
域
カ
フ
ェ
」
は
、
参
加
者
が
そ
う
し
た
思
い

を
語
り
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
努
力
の
積
み
重
ね
が
評
価
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

水
島
臨
海
鉄
道
も
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
て
い
ま
す
。

前
述
し
た「
キ
ハ
205
」の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
も
そ
の
１
つ
で
す
が
、
水
島
の
ま
ち
づ
く

り
と
深
く
関
わ
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
き
ま

し
た
。

た
と
え
ば
、
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
～
１
９
９
４
（
平
成

6
）
年
に
高
架
化
を
進
め
、
二
十
二
の
踏
切
が

除
去
さ
れ
て
、
弥
生
・
栄
・
常
盤
・
水
島
の
四

駅
が
高
架
ホ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
区
間

の
沿
線
に
は
、
野
外
彫
刻
が
展
示
さ
れ
、「
水

と
緑
の
ア
ー
ト
回
遊
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
架
下
の
敷
地
は
、
駐
車
場
な
ど
と
し
て

利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
町
内
会
の
集

会
所
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
市
の
設
置
す
る

駐
輪
場
、
防
災
用
具
置
き
場
な
ど
、
地
域
住
民

の
公
共
的
空
間
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
9
月
に

は
、高
架
下
で
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト「
臨
鉄
ガ
ー

デ
ン
」（
主
催
は
同
実
行
委
員
会
）
の
第
一
回

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
賑
わ
い
を
つ
く
る
取
り

組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
（
前
掲
『
水
島
臨
海
鉄
道

50
周
年
記
念
誌
』
31
～
32
、
44
頁
）。
こ
の
「
連
続

立
体
交
差
事
業
」
は
、
街
の
顔
を
大
き
く
変
え

て
き
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

や
「
脱
炭
素
」
と
い
う
大
き
な
社
会
課
題
か

ら
見
た
場
合
、
動
力
を
石
油
に
依
存
し
て
い
る

水
島
臨
海
鉄
道
に
は
、
ど
の
よ
う
な
未
来
図
が

求
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
燃
料
の
脱
炭

素
化
と
い
う
点
で
は
、
す
で
に
あ
る
技
術
と
し

て
、水
素
へ
の
転
換
が
選
択
肢
と
な
り
え
ま
す
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
開
催
さ
れ
た
岡

栄駅の高架下で行われる臨鉄ガーデン水島朝市の活動もにぎわいある街づくり活動の１つ

撮影：山口百香撮影：山口百香
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水島駅　現在は高架のため南側へ移設 (１９５８年６月２１日)
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

弥生駅 (１９５４年７月１７日)　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

水島駅

三菱重工前駅

栄駅

弥生駅

N

常盤駅
亀島山

188

428

428

274

水島第一病院水島第一病院

水島中央公園水島中央公園

水島中央病院水島中央病院

至 倉敷市駅

至 東水島駅

水島臨海鉄道株式会社水島臨海鉄道株式会社

倉敷市立水島小倉敷市立水島小

倉敷市立連島南中倉敷市立連島南中

倉敷市立連島中倉敷市立連島中

み
ず
し
ま
財
団
に
つ
い
て

地
域
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

水島臨海鉄道株式会社
〒 712-8033	岡山県倉敷市水島東栄町12-46

　

み
ず
し
ま
財
団
は
、正
式
名
称

を「
公
益
財
団
法
人
水
島
地
域
環

境
再
生
財
団
」と
い
い
、2	

0	

0	

0

年
3
月
に
、
水
島
地
域
の
環
境
再

生
・
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
を
主
体
に
、
行
政
・
企
業

な
ど
水
島
地
域
の
様
々
な
関
係
者

と
専
門
家
が
協
働
す
る
拠
点
と
し

て
、よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
創
造

す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
、調
査
活
動
を
は
じ
め
、
学

び
の
場
づ
く
り
、人
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
、そ
し
て
公
害
の
経
験

の
継
承
と
公
害
患
者
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
倉
敷
市
の
中
に
あ
る
水

島
地
域
は
、
日
本
有
数
の
鉄
鋼
・
石

油
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
有
し
て
い
る

地
域
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
新
田
干

拓
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
農
村
で
も
あ

り
、
瀬
戸
内
海
の
豊
か
な
海
に
養
わ

れ
た
漁
場
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら

漁
業
の
文
化
も
あ
る
、
日
本
近
代
の

色
ん
な
歴
史
が
詰
ま
っ
た
魅
力
的
な

場
所
で
す
。
そ
ん
な
水
島
地
域
の
新

し
い
魅
力
を
探
し
出
す
の
が
「
み
ず

し
ま
地
域
カ
フ
ェ
」
で
す
。「
水
島

メ
モ
リ
ー
ズ
」
は
み
ず
し
ま
地
域
カ

フ
ェ
で
集
め
た
情
報
を
も
と
に
構
成

し
て
い
ま
す
。

　

水
島
地
域
の「
ワ
ク
ワ
ク
」
を
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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